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特集　　「火星生命存在の可能性」

火星隕石の岩石 ・ 鉱物学

三 河内　岳 、 宮本　正道 1

1，SNC 隕石から火星隕石へ

　 こ れ まで に 人類が手に 入れた隕石 の 総数は お よ

そ2万個 に達しようとして い る．特に南極か ら毎年

大量 の 隕石が発見 ・回収 されてい るが，そ の 中か

らはい くつ もの非常にまれな種類の もの が見 つ か

っ てお り，南極隕石 の価値を高め て い る．その 中

で も特に研究者た ちが注目するの が
， 火星や月な

どを起源 とする隕石 で ある．特に火星起源の隕石

に関 して は，昨年の夏にNASAジ ョ ン ソ ン 宇宙セ

ン ターの David　McKay 博士 らが，南極産火星隕石

ALH84001 中 に 太古の 火星 に存在 し た生命の痕跡

を見い 出したと報告 し， 隕石学の 分野に とどまら

ず広 く社会的な反響を巻き起 こ して い る【1】．火星

隕石に属する もの は，こ れ まで に合計で 量2個見つ

か っ て い る が，南極 と南極以外で 見つ か っ た もの

がそれぞれ6個ずつ である．南極以外で見つ か っ た

もの は，い ずれも1970年よ りも以前に落下 した り，

拾われたりした もの で，最近30年ほ どは火星隕石

の 落下は報告 されてい ない ．その代わ りに 南極か

ら現在まで 6個の 火星隕石がプラス されたわけであ

る．歴史的経緯か ら言 うと，火星隕石が，「火星隕

石」，つ まり火星起源の隕石と言われるように な っ

たの は 1970年代の 後半か らで ある．それ まで は，

現在我 々．が火星隕石と呼ん で い る うち の6個の 非南
・

極産火星隕石 は
， 「SNC 隕石」とい うグ ループ名で

呼ばれてお り（現 在は
， 「火星隕石⊥ 「SNC 隕石」の

両方の呼び方が使われて い る）， 「火星隕石」 とは

言われ て い なか っ た．
“
SNC

”

は ，シ ャ
ーゴ ッ タイ

ト（Shergottite），ナ ク ラ イ ト（Nakhlite），シ ャ シ ナ イ

ト（Chassignite）とい う3つ の 隕石 グ ル ープの 頭文字

をとっ たもの で ある．6つ の 内訳 は，シ ャ
ーゴ ッ タ

イ トに属する もの が ShergOttyとZagamiで あり，ナ

ク ラ イ トに属 す る もの が Nakhla，　Lafayette，

Governador　Valadares，シ ヤ シ ナ イ トに属す る もの

は Chassignyただ一
つ である．こ れ らの隕石が ど

の よ うな経緯で火星起源 と唱えられる ように な っ

たかは，［2｝や［3】などを参照 して い ただくこ ととし，

こ こ で は省略するが ， 南極隕石 の 中に こ れ まで の

S，N ，　 Cの どの グ ル ープ に も属 さ ない が
， 火星起

源 と考えられ る もの が見つ か っ たこ とが ， 火星隕

石と して再分類 される背景 となっ た［4】．今回の 話

題となっ て い るALH84001こそが ， まさにその契機

となっ た隕石 なの で ある．

2．火星隕石の分類

南極で新たに発見 された火星隕石を加えた 12個

は，現在その岩石学的特徴によ り大きく5つ に分け

られて い る【5】．こ れ まで シ ャ
ーゴ ッ タイ トと呼ば

れ て い た もの が，玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タ イ ト，レ

ール ゾ ラ イ ト質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トの2つ に 分け られ，

さらにALH84001 が斜方輝石岩 と して 新た な グ ル

ー
プと して 加 わ っ た．ナ クライ ト，シ ャ シ ナイ ト

に関 して は，SNC の ときの ままで ある．【6］に 火星
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隕石の い くつ かの特徴をまとめた表がある の で
， そ

ちらも参照 された い ．

2，1 玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ ト

　玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ トは

， 主に輝石 （ピジ ョ

ナ イ トとオ ージ ャ イ ト）とマ ス ケ リナイ ト（斜長石

が強い 衝撃を受けて ガ ラ ス 化したもの）か ら成る ド

レラ イ ト質の 岩石である．現在，ShelgOdy，　Zagami，

EETA79001　t　 QUE94201の4つ が こ の グル ープに属

する．こ の うち輝石が 80％，マ ス ケリナイ トが20％

程度含まれるShergottyとZagamiは
， お互 い に比較

的細粒の 組織を示 し，構成鉱物の化学組成 もよ く

似て い る こ とが分か っ て い る［7］、こ れ らの 隕石 は

集積岩の組織を示 して お り，輝石 の Mg に富ん だ中

心部分が最初に結晶化 し，集積 したもの と考えら

れる．EETA79001 は
， 1979年に南極で 見つ か っ た

7．9kg の 比較的大 きな隕石で ある が
，
2つ の 組織の

異な っ た岩相A とBが接触 して存在 して い る こ とで

知 られ て い る（図1）．岩相 A の 方 は，輝石 とマ ス ケ

リナ イ トの 量比が 4：1ほ どで
， 前述の Shergottyと

Zagami に組織 ・組成ともよ く似て い るが，外来結

晶として Mg に富むカ ン ラ ン 石，斜方輝石，ク ロ ム

図 1．玄武岩質 シ ャ
ーゴッ タイ トEE丁A79001に見 られる2つ の 異

な っ た岩相．グ レ ーの 色の 部分が輝石で，臼 く透明な部分がマ ス

ケ リナ イ トで ある．写 真 中央部に接触面が垂直に走 っ てい るの が

分か る．写真左側の細粒で，輝石に富んでい る方が，岩楫Aで，右

側の粗粒 の輝石 とマ ス ケ リナイ トがほ ぼ等量ずつ 含 まれて い る方

が，岩相Bで ある，写真の横幅は約3mm ．
’
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鉄鉱を含む点で少 し異なる．これ らの外来結晶は
，

後述する レール ゾ ラ イ ト質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トに見

られるこれ らの鉱物とよく似 たMg に富む化学組成

を持 つ こ とか ら
， 両者の岩石学的起源は共通で あ

ると推測されて い る【8】．大まかに言 っ て ，これら

の 3つ の隕石 は，少 し深 い と こ ろ で まず輝石が結晶

し，集積 した後に輝石を含んだ マ グ マ が浅い とこ

ろ に噴出 して ，輝 石 の エ ッ ジの 部分や ， 斜長石が

結晶 して形成された もの だ と考えられる［71．

　
一
方，EETA79001 の岩相Bの方は t

．岩相A よりも

かなり粗粒で あり，輝石 に対する マ ス ケ リナ イ ト

の 量もShergotty
，
　Zagami

，
　EETA79001 の 岩相A に

比 べ て多く（輝石 ：マ ス ケリナイ ト≒ 1：1），集積岩的

な特徴は 示さない ［9】．最近南極で新 しく見つ か っ

たQUE94201もEETA79001 の岩相B と組織 ・化学組

成 とも非常 に よ く似てお り， 輝石とマ ス ケ リ ナ イ

トをほ ぼ等量に含んでい る．こ れ らの 隕石 は ，特

に輝石 の 化学組成に関し て特徴的な化学ゾ
ー

ニ ン

グ（ひ とつ の輝石結晶で
， 中心 か ら端に向か っ て，

Mg に富むピジ ョ ナイ ト〜Mg に富むオージャ イ ト

〜Fcに富むピジ ョ ナ イ トと変化する）を示す点か ら

も共通 点が 示唆 され ， Shergotty，　 Zagami ，

EETA79001 岩相A とは明らか に異なっ て い る ［9］．

両者の差を図 2に示 す．QUE94201とEETA79001 岩

相Bの輝石 の化学ゾ
ーニ ン グは，過冷却 したマ グマ

か らこ れ らの隕石 が形成され た こ とを示 して お り，

元 マ グマ の組成 を反映 して い るもの と も考え られ

て い る［10】．お そら く， もと もと化学分別作用を受

けたマ グマ が溶岩流の ような急冷 さ れ る環境で 急

速に結晶化 して 形成 されたと考え られ る【9，10，11］，

　こ れ らの こ とか ら，玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ ト

は ， マ ス ケ リ ナ イ ト に 乏 し い サ ブ グ ル
ー

プ

（Shergotty，　 Zagami
，
　 EETA79001 の 岩相A ）とマ ス

ケリナ イ トに富む サ ブ グ ルー
プ（EETA79001 の岩相

B，QUE94201）の 2つ に大きく分ける こ とが 可能で

あ る ［9］．
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2、2 レール ゾライ ト質シャ
ーゴ

’
ッ タイ ト

　 レー
ル ゾ ラ イ ト質シ ャ

ーゴ ッ タ イ トは
，

カ ン ラ

ン 石 と輝石（斜方輝石，ピジ ョ ナ イ ト，オ
ージ ャ イ

ト）が主要構成鉱物で あ り，その 他 に少量 の マ ス ケ

リナ イトとクロ ム鉄鉱を含ん で い る．岩石学的に

は レール ゾライトや ハ ル ツ バ ージ ャ イ トに分類 さ

れ る もの で あ る．レー
ル ゾ ラ イ ト質シ ャ

ーゴ ッ タ

イ トに 属す る 火 星隕 石 は ，現 在ALH77005 ，

LEW88516 ，　 Y793605 の 3つ で
，

い ずれ も南極で見

つ か っ た もの で ある．それ ぞれ 南極で は遠 く離れ

た地点で 見つ か っ て お り，別 々 の 落下で 地球に落

ちて きた もの と考え られ る．特徴は，丸 い Mg に富

むカ ン ラ ン 石 と自形の ク ロ ム 鉄鉱がセ ンチ メー ト

ル サ イズ の大 きな輝石 に取 り囲 まれ て い る ポ イキ

リテ ィ ッ クな組織で あ る，こ れ らの組織の 間 を部

分的に イ ン タース テ ィ シ ャ ル な部分が埋 め て い る，

構成鉱物の量比は，3隕石 ともおお よそ，50％が輝

石，40％ が カ ン ラ ン石，10％ が マ ス ケ リ ナイ トで，

ほ ぼ共通で ある．輝石 は斜方輝石 から ピジ ョ ナイ

トに連続的 に 化学ゾ
ー

ニ ン グ して お り，主 に エ ッ

ジの部分で オージ ャ イ トを離溶して い る．輝石に

取 り囲まれ て い るカ ン ラ ン 石は丸 い 形状で，組成

はほぼ均質で ある．ポイキ リテ ィ ッ クな部分 には，

マ ス ケ リナイ トはほ とんど見られ ない ．一方，イ

ン タース テ ィ シ ャ ル な部分は，マ ス ケリナ イ トと

カ ン ラ ン 石が主要構成鉱物とな っ て お り，輝石は

あま り含まれな い ．おそ らくこ の 3つ の 隕石 は 火星

の 同じ岩体で形成 された ものが，同 じイ ン パ ク ト

で 火星か らは じき飛ば され，別 々 の時期に南極の

異なっ た地点に落下 した もの と考えられる［12，13J．

また，こ れ らの 隕石 の 形成史は
，

以下 の よ うに推

測され る．最初 に カ ン ラ ン 石 とクロ ム 鉄鉱が結晶

化 して
， そ の後に結晶化し た輝石が こ れ らの 鉱物

を取 り囲み ポイキ リ テ ィ ッ ク な組織を形成 した．こ

れ らポ イキリテ ィ ッ ク組織 の 間に残 っ た残液から，

まず斜長石が結晶化し，カ ン ラ ン 石と最後に結晶

化 した少量の輝石 とで イン タース テ ィ シ ャ ル な部

分 を形成 した．最後に再加熱に よ り，オージャ イ

トの離溶が起 こ っ た［12，13］．

　玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トと レ

ー
ル ゾ ラ イ ト質

シ ャ
ーゴ ッ タ イ トは，岩石学的に関係がある と考

え ら れ，マ グ マ が冷却す る過程で ，まず結晶化 し

た カ ン ラ ン 石 や輝石が集積 して レール ゾ ラ イ ト質

シ ャ
ーゴ ッ タ イトを作 り，カ ン ラ ン 石 の 晶出後の

CEIMg CaFc CaMg CaFc

Mg 　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fc　　MLJ

　Shじrgc）1【y，　Zaga：1）i，　LL
’
エセ、7900三二占9：目！、 EETA79001 ギ按馨B、　OUE9 喜コ｛〕［

Fじ

図 2 ．玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ トの 輝石の化 学ゾーニ ン グパ タ

ー

ン．い ずれ も組成を輝石台形に プロ ッ トしたもの．Mg ：エ ン ス タ

タイ ト，Fe ：フ ェ ロ シーライ ト，　CaMg ：ダイオプサイ ド，　CaFe ：

ヘ デンバー
ジ ャ イ トに対応す る．台形の上の もの ほどCa に宮んで

い る，Shergoby，　Zagami，　 EETA79001岩相A で は，ビジ ョナ イ

ト （下側 の 斜線） とオ
ー

ジャ イ ト （上側 の斜線）が矢印の 方向に

組成の変化 を示す，一方，EETA79001岩相B とQU匚94201では，
Mg に 寛むビ ジョ ナイ ト，　Mg に 富むオ

ー
ジ ャ イ ト，やや Mgに 富 む

ピジョ ナイ ト．Feに 富むビジョ ナイ トとい う矢印に 沿っ た変化 を

示す．
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マ グマ か ら結晶化 した輝石 や斜長石 （マ ス ケ リナイ

ト）が玄武岩質シ ャ
ー

ゴ ッ タ イ トに対応す る もの と

考える と，うま く2つ の シ ャ
ーゴ ッ タ イ トの関係を

説明す る こ とが で きる（図3）．

2．3 ナ ク ラ イ トとシ ャ シナイ ト

　ナ ク ラ イ トは
， 主に80％以上がややMg に富むオ

ージ ャ イ トで で きて い る単斜輝石岩で，10％ 程度

のFeに富ん だ カ ン ラ ン 石 を含む．また少量の メ ソ

ス テ
ー

シ ス の部分に は
， 斜長石が存在する が，シ

ヨ ッ クの影響はあまり見 られず ， 結晶質で ある．オ

ージ ャ イ トの結晶 は
， 配向性 を示 し，典型的な集

積岩の 組織で ある．3つ の ナ クライ ト（Nakhla ，

Lafayette，
　Governador　Valadares）もレール ゾ ライト

質シ ャ
ーゴ ッ タイ トと同 じく，お互い に よ く似た

化学組成，岩石組織 をして お り，火星の同 じ岩体

か ら来たもの と考えられる［14】．その形成過程も同

じと考えられるため に，特に顕著な差がない 限 り，

こ こ で は，ナ ク ラ イ ト
ー
般の こ ととして 記述する．

オ
ージ ャ イ トは，わずか な化学ゾーニ ン グを示す

玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ ト・レール ゾライ ト質シ ャ

ーゴ ッ タイ ト

カ ン ラ ン石

EErA79001 岩相A の

外来結晶

→

ALH77005

LEW88516

Y793605

→

・→ 　斜方輝石／ ピジ ョ ナイ ト　 → ピジ ョ ナイ ト

＋ オージャ イ ト

SheTgotty
ZagamiEErA79001

岩相A

→ ピ ジ ョ ナ イ ト＋ オ ージ ャ イ ト

　　　　＋ 斜長石

EErA79001岩相B

QUE94201

図 3。火星隠石の岩石学的関係．2種類の シ ャ
ーゴ ッ タイ ト，ナ

クライ トとシ ャ シナイ ト，ALH84001とい う大きく分けて 3種類

がある．矢印は，結晶化過程の進む方向 を示し，その段階に存在
す る鉱物名が枠の 中に 記 されてい る．また，それぞれの段階に 対

応する阻石名を枠の下 に 付記し た．2種類の シャ
ー

ゴ ッ タイ トは．
カ ン ラ ン石 の結晶化か ら始まる 矢印で示された

一
連の結昌化過程

の さまざまな段階での サ ンプルに対応 してい ると考 えるこ とがで

きる，
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が，カ ン ラ ン石は，ほぼ均質な化学組成で あ る．カ

ン ラ ン 石 の組成と オージ ャ イ トの 組成 は非平衡の

状 態に あ る が
，

こ れは
，

サ ブ ソ リ ダ ス の 冷却の 際

か，再加熱 の 際に元 素拡散の 起こ りやす い カ ン ラ

ン 石の 方だけ ， Feに富む均質な組成に変化 したた

め と考え られ て い る［14】．こ の 非平衡の 度合は，3

つ の隕石 で 異なっ てお り，Nakhlaが最 も再平衡の

影響が小 さく，Lafayetteが最も大きい ．　 Gov   ador

Valadaresは，2つ の 中間である．ナクライ トの形成

過程 と して は ，まず オ
ー

ジ ャ イ トと少量 の カ ン ラ

ン石が結晶 し，これ らの鉱物が集積 し，イ ン ター

ス テ ィ シ ャ ル な残液部分で斜長石 が結晶化 した．

そ の後 ， 元素拡散に よ りカ ン ラ ン 石 が Feに富 む均

質な組成 に変化 し，オージ ャ イ トは弱冠の化学ゾ

ーニ ン グを残した もの と考えられ る，ナ クライ ト

は，溶岩流で はな く，表層 よ りは，や や深 い とこ

ろで結晶化したこ とが推測される［5，14］．

　 火星隕石 の 中で ，唯
一

の カ ン ラ ン 岩 で ある

Chassigny は，90 ％ 以上が Fe に 富むカ ン ラ ン 石か

ら な り，そ の他に少量の 輝石 ， 長石などを含む．カ

ン ラ ン 石は ，120“の 角度で 接触 して い る部分が見

られ ， 徐冷 されたこ とを示 してい る．カ ン ラ ン 石

の量の多さと組織か らChassignyも集積岩 と考えら

れる．Chassignyの形成過程は，カ ン ラ ン石 と輝石

の 量比が ナクラ イ トと異なるだけで ，基本 的には

ナク ラ イ トと同じだ と考えられ て お り［15】， 同 じ結

晶化系列の過程で 生 じた可能性がある（図3）．

対 して ，ALH84001 だけが45．6億年前 とい う結晶化

年代 を示 す 点 が そ の
一

つ で あ る［16 】。 また ，

ALH84001 に は体積比で 1％ に も及 ぶ 炭酸塩鉱物が

含まれ る点 も他の 火星隕石に とどまらず，隕石全

体を見て も特異な点である［4，171．これ らの 炭酸

塩 鉱物は火星大気の 主成分 で あるCO 、を溶か しこ ん

だ水 か ら沈 殿 し た もの と考 え ら れ て い る ．

ALH84001 は，こ の ようにそれまで見 つ か っ て い た

“
SNC隕石

”
とは，明らか に少々異なっ てお り， そ

の ため最初 は，小惑星 Vestaが起源と考えられ て い

るHED （howardites−eucrites −diogenites）隕石の 一
つ で

あるダイオ ジ ェ ナ イ トに 分類され て い た．そ の後

の 再検討［4］に よ っ て
，
SNC 隕石 の 仲間で ある こ と

が判明 したわ けで ある が ，逆 に言 うと，こ れ まで

我々 が知らなか っ た火星 に関する未知の情報 を秘

め て お り，大 変興 味深 い サ ン プ ル と言 える ．

ALH84001 は，そ の岩石組織などか ら，45．6億年前

に マ グ マ か ら結晶 した後に ，シ ョ ッ ク に よ る衝撃

変成（40億年ほ と前 に 当た る と考えられ て い る），そ

れ に引き続 く熱変成 ， 低温 で の 変質（炭酸塩 の 形 成

は こ れ に相当す る），2回目の シ ョ ッ ク とい う一連

の履歴を持つ と考えられて い る〔17】．ALH84001 に

関する鉱物学（特に炭酸塩），また生物の痕跡の 詳細

に つ い て は
， ［6］や［18］で詳 しく議論 され て い る の

で，そ ちらを参照 された い ．

3 ． 火星隕石の多様性と類似性

2．4ALH84001

　そ して ，最後の グ ル ープ に属す る の が，90％ 以

上 が斜方輝石 か ら成るALH84001 で あるが，こ の 隕

石 は，他 の 火星隕石とは異な っ た特徴が い くつ か

見 られる，これらは い ずれも， McKay ら［1］が報告

した生物 の 痕跡 を含むか の議論に 強 く関係 して い

る．ALH84001 以外の 火星隕石がい ずれ も結晶化年

代が 1．8〜13億年前 と隕石 の 中で は著 しく若い の に

　こ の ように
，

火星隕石は12個ある とい うもの の
，

い くつ か の 隕石 に岩石学的 ・鉱物学的類似性が見

られるの は明らかで ある．特に前述した ように，レ

ール ゾ ラ イ ト質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トに属する 3隕石

（ALH77005 ，　 LEW88516 ，　 Y793605）と，ナ ク ラ イ

トに属する 3隕石（Nakhla，　 Lafayette
，
　 Govemador

Valadares）は，それぞれ火星の同 じ岩体を起源とす

る もの で あろ う．また，玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タ イ
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トは ，大 き く2 つ に 分 け ら れ る と し た が ，

EETA79001 に そ の 両 方の グ ル ープ に属す る もの が

火成岩的に接触 して い る こ とを考える と
， 玄武岩

質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トも火星 の ある 1つ の 地点を起源

とする可能性は高い ．さらに ，EETA79001 の 岩相

A に含まれ る外来結晶（カ ン ラ ン 石 ・斜方輝石 ・ク

ロ ム 鉄鉱）が，レール ゾ ラ イ ト質シ ャ
ーゴ ッ タ イ ト

に見られる こ れ らの鉱物と組成的にほぼ
一致する

こ とは，玄武岩質シ ャ
ーゴ ッ タイ トと レール ゾ ラ

イ ト質シ ャ
ーゴ ッ タ イ トの 間に何 らかの 岩石学的

関係がある こ とを示す と考えられ るの は，図 3で 示

した通 りで ある．し か し
，

こ れ らの 2グ ル ープの 隕

石 の 宇宙線照射年代 は
， お互 い よ く似て い る もの

の，有為な差があるとい う報告もあ り【19】，さらに

両者の 関係を決定づ ける ， もしくは
， 否定するた

め に は，新たな火星隕石の発見力泌 要であろ う．ナ

クラ イトと シ ャ シ ナイ トに岩石学的関係が存在す

る こ とも，す で に前述 した通 りで ある．ナ ク ラ イ

ト・シ ャ シ ナ イ トと シ ャ
ーゴ ッ タイ トの 間の 直接

的な岩石学的関係は明 らか で はな い が，結晶化年

代を考えると，13億年前の年代 を示すナ ク ラ イ ト・

シ ャ シ ナ イ トはや は り大きな まとまりと して 考え

られ
，

1．8億年前の 年代の シ ャ
ーゴ ッ タ イ トとは

，

別の 起源だ と解釈されて い る［201．

　こ の よ うに
，

12個の 火星隕石 は
， そ れ ぞれ が火

星で の 全く別 々 の 地点の サ ン プル で はな く，お そ

らく全部で 3〜4ヵ 所の地点か らや っ て きた もの と

考えられ てお り，最近発 見され た南極産火星隕石

のQUE94201や Y793605 もこ の カテ ゴ リ
ー

に入る も

の だ と言える．岩石学的に見る と，玄武岩質シ ャ

ーゴ ッ タ イ トが最 も表層で 形成された もの で あ り，

特にEETA79001 の 岩相 B とQUE94201は，元 の マ グ

マ の 組成 を反映 し て お り， 表層 もし くは
，

そ れ に

近い 溶岩流 で結晶化 した と考えられ る．こ れ らの 2

つ 以外の 火星隕石は，すべ て集積岩的成分を含ん

で い る．Shergotty，　 Zagami ，
　 EETA79001 の 岩相A

日本惑星科学会誌VoL6 　No ．1，1997

は，EETA79001 の岩相B やQUE9420萱よ りもや や 深

い と こ ろ で結晶化 し ， そ の後浅い と こ ろ に噴出 し

急冷 された もの だ と考 えられ る．こ れ らの シ ャ
ー

ゴ ッ タ イ トに対 して ，ナク ラ イ ト，シ ャ シ ナイ ト，

ALH84001 は か な り深 い とこ ろ で形成 された もの で

あ り，ALH84001 に関 しては，年代的に見て，火星

で 生 じた最初 の相分化過程で 生 じた マ グマ オ ーシ

ャ ン が 固結 した際の 地殻深部で形成された ものか

もしれ ない ．

4．火星隕石と生物の痕跡存在の可能性

　最後に，こ れ らの 火星 隕石に生物 の 痕跡が発見

で きるかとい う点で 少 し記述 したい ．こ れまで に

見つ か っ て い る火星隕石は い ずれ も火成岩であ る

ため に ，生物の 痕跡を含 むとい う点で は
，

どれ も

可能性は 非常に低い と言 わざるを得ない ．そ の 中

で ，今回，McKay らの 発見があ っ た ALH84001 は

豊富 な炭酸塩鉱物 を含ん で い る とい う点で ，他の

火星隕石 とは大 き く異な っ て お り，も し見 つ か る

とすれ ば，や は りこ の 隕石か らの 可能性が 一番高

い で あ ろ う．ただ し，そ の確率が 12個 の 中 で
一
番

高 い か らとい っ て
，
McKay らの発見が正 しい と言

える わ けで は な い ．しか し，火成岩の 中か ら化石

を発見 しよ うとい う通常で は考えもしない こ とを

行な っ た に もかかわ らず，彼 らの 研究は非常 に高

く評価で きる もの で ある こ とは間違 い なく， そ の

着眼点の 鋭 さには 感服 せ ざる を得 ない 、

　それで は，他の 火 星隕石 に対してALH84001 と同

等の研究を行な っ た際に，意味を持 つ もの はある

だ ろ うか ？　 残念 なが ら，他の 火星隕石に つ い て

は ，ほ とん どが火成起源 の 鉱物 しか含まれ て い な

い ため にALH84001 と同 じ よ うな
“
発見

”
をする こ

とは 難 しい だ ろ う．た だ
， 火星 で の 風 化で 形成 さ

れた二 次鉱物 を弱冠量含ん で い る もの はい くつ か

あるの で
， 行なうとすれば これ らの鉱物が タ

ー
ゲ ッ
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特集 ・火星隕石の 岩石 ・鉱物学／三河内、宮本

トとなるだ ろ う．例 え ば
， ALH8400 董と同 じく炭酸

塩鉱物を微量なが ら含ん で い るの は，EETA79001

で あ り，実際に有機物が含 まれ る との 報告 もある

［21】。また，日本 の 極地研が所有するY793605は 角

レキ化 した部分を含む こ とか ら，この ような部分に

二 次鉱物を探すこ とも重要で あろ う．
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